
第2322号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2020年7月1日（2）

��������������������

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

6
月
18
日
、
衆
議
院
第
2
議
員

会
館
で
、
不
公
平
な
税
制
を
た
だ

す
会
（
以
下
、
た
だ
す
会
）
が
国

会
議
員
と
の
懇
談
と
定
時
総
会
を

行
な
い
、
68
人
（
東
京
土
建
か
ら

は
17
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

篠
原
豪
（
立
民
）
、
馬
淵
澄
夫

（
国
民
）
、
福
田
昭
夫
（
立
民
）
、

福
島
瑞
穂（
社
民
）、
安
藤
裕（
自

民
）
、
船
後
靖
彦
（
れ
い
わ
）
、

清
水
忠
史
（
共
産
）
と
、
多
く
の

国
会
議
員
が
出
席
し
消
費
税
減
税

を
柱
と
す
る
税
制
改
革
へ
の
考
え

方
を
表
明
。
中
で
も
、
税
理
士
資

格
も
持
つ
与
党
の
安
藤
議
員
が

「
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
国
民
生

活
を
救
済
す
る
た
め
に
消
費
税
を

ゼ
ロ
に
」
「
税
の
大
事
な
役
割
で

あ
る
所
得
の
再
分
配
の
機
能
を
復

活
さ
せ
る
」
「
正
し
い
こ
と
は
与

党
も
野
党
も
関
係
な
い
」
な
ど
と

発
言
す
る
と
、
参
加
者
か
ら
「
そ

う
だ
」
の
声
を
あ
が
り
ま
し
た
。

各
議
員
の
発
言
を
受
け
て
、
た

だ
す
会
の
共
同
代
表
の
菅
隆
徳
税

理
士
が
①
申
告
所
得
税
を
1
9
7

4
年
に
適
用
さ
れ
た
税
率
に
す

る
、
②
金
融
所
得
の
源
泉
所
得
税

を
消
費
税
導
入
前
の
源
泉
分
離
課

税
（
35
％
）
に
す
る
、
③
相
続
税

は
1
9
8
8
年
の
累
進
税
率
に
す

る
、
④
法
人
税
に
所
得
税
並
み
の

超
過
累
進
税
率
を
適
用
す
る
、
と

の
財
源
試
算
を
示
し
て
、
消
費
税

を
廃
止
し
て
も
十
分
税
収
が
見
込

め
る
と
説
明
。
そ
の
後
行
な
わ
れ

た
総
会
で
は
、
経
過
報
告
、
決
算

・
予
算
、
事
業
計
画
、
新
役
員
体

制
な
ど
を
一
括
承
認
し
ま
し
た
。

出
席
し
た
高
梨
俊
一
さ
ん
（
江

戸
川
）
は
「
い
ろ
い
ろ
な
政
党
の

議
員
が
参
加
し
意
見
を
述
べ
た
こ

と
に
は
感
心
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
消
費
税
減
税
が
大
切
な
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
経
済
が
停
滞
す
る
な
か
、
地
域
別
最
低

賃
金
の
改
定
審
議
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

全
労
連
と
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
な
ど
が
6
月
11

日
に
開
催
し
た
最
賃
を
め

ぐ
る
学
習
会
で
は
、
デ
フ

レ
か
ら
脱
却
し
、
生
活
で

き
る
賃
金
と
す
る
た
め
に

も
最
賃
の
引
き
上
げ
が
不

可
欠
と
の
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。
学
習
会
に
参
加
し
た
自
民
党
の
務

台
俊
介
衆
院
議
員
（
最
賃
一
元
化
推
進
議

連
事
務
局
長
）
は
「
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す

る
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
が
ん
ば
る
時

だ
。
英
国
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
4
月
か
ら
最

賃
を
6
・
2
％
引
き
上
げ
た
。
日
本
で
も

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
訴
え
て
い

ま
す
。
す
で
に
4
月
に
は
日
本
商
工
会
議

所
な
ど
中
小
企
業
3
団
体
が
「
引
き
上
げ

の
凍
結
」
を
含
む
中
小
企
業
へ
の
配
慮
を

求
め
、
安
倍
首
相
も
そ
れ
に
応
じ
る
か
の

よ
う
な
発
言
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
動
き
へ
の
異
論
が
自
民
党
内
か
ら
も
出

始
め
て
い
る
格
好
で
す
。

雇
用
調
整
助
成
金
の
日
額
上
限
が
8
3

3
0
円
（
時
給
換
算
1
0
4
1
円
）
か
ら

1
万
5
0
0
0
円
（
同
1
8
7
5
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
時
給
1
0
0
0

円
で
は
生
活
で
き
な
い
こ
と
を
政
府
も
認

め
て
い
ま
す
。
一
方
、
昨
年
の
政
府
の
骨

太
方
針
で
は
「
内
需
を
喚
起
さ
せ
る
た
め

に
最
賃
を
引
き
上
げ
る
」
と
明
言
し
て
お

り
、
「
景
気
が
悪
い
か
ら
最
賃
を
上
げ
な

い
方
が
良
い
の
で
は
」
と
い
う
論
調
は
逆

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
、
最
賃
を
引

き
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
・
福
祉
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
小
売

を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
生
活
を

支
え
て
い
る
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
」
の
多
く
が
非
正
規
雇
用
で
、
賃
金
は

厚
生
労
働
省
が
示
す
「
最
賃
近
傍
」
（
最

賃
額
×
1
・
15
未
満
の
賃
金
）
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
経
済
を
活
性

化
し
、
住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
も
、
全
国
一
律
最
賃
1
5
0
0
円
へ
の

引
き
上
げ
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あいさつする浦野代表委員（左）、着席して
いるのは左から清水議員、福田議員

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

の
取
り
組
み
で
は
、
3
月
24
日
に

総
勢
1
5
6
人
の
原
告
（
被
害
者

1
4
4
人
）が
東
京
、
さ
い
た
ま
、

横
浜
の
各
地
裁
で
3
陣
提
訴
、
翌

25
日
に
は
全
国
電
話
相
談
を
行
な

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
3
月
26
日
以
降
の
取
り
組
み

が
中
止
と
な
り
、
東
京
2
陣
の
判

決
（
当
初
4
月
17
日
）
は
再
延
期

さ
れ
、9
月
4
日
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
の
6
月
18

日
、
第
1
2
5
回
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
訴
訟
東
京
原
告
団
役
員
会
を
け

ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
し
、

東
京
地
裁
2
陣
判
決
に
向
け
た
準

備
と
そ
の
後
の
行
動
に
つ
い
て
意

思
統
一
し
ま
し
た
。

役
員
会
の
後
に
は
、
最
高
裁
裁

判
官
に
あ
て
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を

作
製
す
る
た
め
、
東
京
1
陣
原
告

に
残
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
提
訴
し
て
か
ら
12
年
経
ち
、

多
く
の
原
告
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
早
く
公
正
な
判
決
を
出
し
て

欲
し
い
」
「
夫
は
60
代
で
死
亡
し

た
。
生
き
て
い
れ
ば
元
気
に
過
ご

し
て
い
た
は
ず
だ
。
と
て
も
残
念

で
悔
し
い
」
等
と
一
人
ず
つ
話
を

し
、
ビ
デ
オ
に
収
録
し
ま
し
た
。

最
高
裁
第
1
小
法
廷
で
審
理
さ
れ

て
い
る
神
奈
川
・
京
都
・
大
阪
の

原
告
の
ビ
デ
オ
と
合
わ
せ
て
編
集

し
、
最
高
裁
要
請
の
際
に
渡
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ビデオの前で訴える原告の
石山運蔵さん（江戸川）

6
月
15
日
、
東
京
労
働
局
前
で

東
京
春
闘
共
闘
会
議（
東
京
地
評
、

東
京
労
連
な
ど
で
構
成
）
は
全
国

一
律
の
最
低
賃
金
、
大
幅
な
賃
上

げ
な
ど
を
求
め
る
宣
伝
行
動
を
45

人
の
参
加
で
行
な
い
ま
し
た
。

代
表
の
荻
原
淳
さ
ん
（
東
京
地

評
議
長
）
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
は

働
く
者
に
深
刻
。
日
本
商
工
会
議

所
が
最
賃
引
き
上
げ
の
凍
結
を
要

望
し
て
い
る
が
、認
め
ら
れ
な
い
。

経
済
危
機
の
今
こ
そ
、賃
上
げ
し
、

消
費
購
買
力
を
回
復
さ
せ
経
済
を

復
興
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
」
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
現
場
で

働
く
医
労
連
の
仲
間
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
苛
酷
な
状
況
下
で
献
身
的
に

働
く
医
療
労
働
者
の
姿
を
紹
介
し

な
が
ら
、
最
賃
音
頭
を
歌
い
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
東
京
労
働
局
と

の
交
渉
を
行
な
い
ま
し
た
。
白
滝

誠
事
務
局
長（
東
京
地
評
副
議
長
）

が
「
全
国
一
律
最
賃
制
度
の
実

現
」
、
「
東
京
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
委
員
に
東
京
春
闘
共
闘
会
議

の
メ
ン
バ
ー
も
加
え
る
こ
と
」
な

ど
を
柱
と
す
る
要
請
の
主
旨
を
説

明
。
労
働
局
か
ら
の
回
答
を
受
け

た
の
ち
、
各
組
合
か
ら
も
参
加
者

が
最
賃
大
幅
引
き
上
げ
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

6
月
19

日
、
戦
争
さ

せ
な
い
、
9

条
壊
す
な
総

が
か
り
行
動

が
国
会
議
員

会
館
前
で
行

な
わ
れ
、
雨

の
中
、
1
2

0
0
人
の
市

民
が
集
ま
り

ま
し
た
。

主
催
者
を

代
表
し
て
、

憲
法
共
同
セ

ン
タ
ー
の
小
田
川
義
和
さ
ん
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
ツ
イ
ッ
タ
ー

デ
モ
、
ネ
ッ
ト
集
会
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
も
、
定
例
と
必
要
時
の

国
会
周
辺
の
行
動
は
市
民
と
野
党

を
つ
な
ぐ
不
可
欠
な
行
動
だ
と
し

た
う
え
で「
コ
ロ
ナ
対
策
、
森
友
、

桜
を
見
る
会
な
ど
疑
惑
の
解
明
を

し
な
い
ま
ま
、
国
会
を
閉
会
し
た

こ
と
は
許
せ
な
い
。
ま
た
昨
日
か

ら
始
ま
っ
た
都
知
事
選
の
争
点

は
、
新
自
由
主
義
、
自
己
責
任
の

政
治
か
ら
都
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
政
治
へ
の
転
換
だ
。
市
民
と

野
党
の
共
同
で
知
事
選
を
闘
お

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
立
憲
野
党
か
ら
山
添

拓
（
共
産
）
、
高
良
鉄
美
（
沖
縄

の
風
）
、
岸
ま
き
こ
（
立
民
）
、

福
島
瑞
穂
（
社
民
）
、
と
立
憲
野

党
の
国
会
議
員
が
連
帯
の
挨
拶
、

ま
た
沖
縄
の
基
地
闘
争
を
す
す
め

る
市
民
、
休
業
補
償
を
求
め
た
演

劇
関
係
者
の
取
り
組
み
な
ど
の
ス

ピ
ー
チ
が
続
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
9
条
壊
す
な
！
実

行
委
員
会
」
の
菱
山
南
帆
子
さ
ん

が
街
頭
宣
伝
、
7
月
の
月
例
の
行

動
な
ど
の
当
面
の
行
動
に
つ
い
て

提
起
し
ま
し
た
。

東京労働局前でボードを掲げて宣伝する
東京春闘共闘に結集する労組のメンバー

【
本
部
・

根
釜
勝
記
】

6
月
20
日
、

け
ん
せ
つ
プ

ラ
ザ
東
京
に

て
（
一
社
）

リ
フ
ォ
ー
ム

パ
ー
ト
ナ
ー

協
議
会
（
リ

カ
コ
）
第
7

回
総
会
を
開

催
し
ま
し

た
。中

村
理
事

長
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

と
何
よ
り
会
員
の
安
全
第
一
に
書

面
会
議
と
し
た
経
緯
、
会
員
か
ら

の
事
業
者
団
体
に
対
す
る
ご
意
見

を
う
け
、
「
あ
ら
た
め
て
事
業
者

団
体
に
入
会
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
打

ち
出
し
な
が
ら
様
々
な
取
り
組
み

を
強
化
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

今
年
度
は
講
習
内
容
を
再
編
、

入
会
時
講
習
、
継
続
者
講
習
と
名

称
も
変
え
、
改
正
民
法
、
働
き
方

改
革
、
イ
ン
ボ
イ
ス
な
ど
専
門
家

に
よ
る
講
習
を
行
な
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
不
透
明

な
な
か
、
会
員
間
の
つ
な
が
り
で

仕
事
の
取
引
が
で
き
る
関
係
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

表
決
状
況
は
賛
成
2
7
1
、
反

対
0
で
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
、
賛
成
多
数
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

4
月
末
に
正
会
員
3
9
2
者
で

年
度
更
新
し
、
総
会
当
日
人
員
3

9
9
者
。さ
ら
に
会
員
を
増
や
し
、

会
員
が
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
ら
れ
る

も
の
を
増
や
し
ま
す
。

求

人

消
費
税
廃
止
の
財
源
示
す

消
費
税
廃
止
の
財
源
示
す

憲法守れ都政は転換
雨の中国会前に１２００人

た
だ
す
会
が
国
会
議
員
と
懇
談

アスベスト
思
い
を
最
高
裁
に
届
け
る

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
作
製

東京春闘

今
こ
そ
最
賃
ア
ッ
プ

労
働
局
で
宣
伝
、交
渉
も

講習内容の再編も
リカコ第７回総会を開催

全
国
一
律
１
５
０
０
円
に


